
 
 

新年のご挨拶 
                  メキシコ・日本アミーゴ会 
                      会長  上原尚剛 

 皆様、明けましておめでとうございます。皆様にはご一家お揃いで良いお正月を

お迎えの事とお慶び申し上げます。今年が皆様にとって幸多き年となります様祈念

して已みません。 
         年頭所感 

昨年はアメリカの大統領選挙で予想を覆してトランプ氏が当選すると言う結果

になり国際社会に波紋を投じました。選挙運動中過激な発言を繰り返し、品性に欠

けると顰蹙を買った面もあったので、彼の当選は驚きと警戒心を以て受け止められ

ています。日本に対しては核武装を容認するとか、アメリカの基地の経費の負担増

を求めるとか、日本からの車の輸入には、日本が牛肉をアメリカら輸入する際掛け

る関税と同じ率の関税を掛けるなど実態の認識に欠けるのではと思わせる発言がありましたし、中でもメキ

シコに対しては費用はメキシコの負担で国境に壁を築くとか、犯歴のある 300 万人のメキシコ移民を強制送

還するなど思いつきとしか考えられない発言で大いに反発を買っています。またフォードが一部の車種をメ

キシコで生産する事に反対の意向を示しているとの報道もありました。 
 国際社会では、トランプ氏が大統領就任日に TPP から離脱する旨宣言すると発言して保護主義への傾斜が

進む中で、NAFTA も再検討を迫られる懸念も出て居ます。トランプ氏の当選後真っ先に会談した安倍首相

は信頼関係を築ける人だとの印象を受けた由ですが、世界を相手にアメリカを引っ張って行けるのか就任後

の言動に世界中が神経を尖らせているのが現状だと思います。 
アメリカとメキシコの関係が今後どの様な方向に進むのか、日本とメキシコの関係にも影響が出るのか大

変気になる処です。 
メキシコは自動車生産国としての存在感が増してきており現在世界第 7 位の自動車生産国になっています。

日本やアメリカから部品を輸入して人件費の安いメキシコで組み立てて主としてアメリカに輸出しています

が、NAFTA の見直しで関税を課されるような事になると競争力を失い、大きな打撃を受けかねません。日

本からもメキシコの自動車産業への投資は極めて活発で、これに伴い技術移転や技術指導等の為にメキシコ

に滞在する日本人の数も増えて居る事から、日本政府も昨年 1 月 1 日付けで Guanajuato 州の León 市に総

領事館を開設するなどの支援を行って来ました。こうした中での NAFTA の見直しは進出している日本企業

にとっても重大な問題で、NAFTA がどうなるのか深刻な懸念を抱かざるを得ません。 
昨年一年の活動 

扨て、アミーゴ会は昨年も色々な活動を行って来ました。総会・懇親会は 3 月 5 日（土）に銀座の Zesto 
Cantina で行われ、その詳細に就きましては昨年 4 月の「アミーゴ会だより」でご報告の通りです。「アミ

ーゴ会だより」は昨年も 4 回発行しました。今年も昨年同様皆様のお手元にお届け致します。 
一方、昨年 4 月の「アミーゴ会だより」でご報告しましたが、毎年行なって来た日墨学院（リセオ）の高

校生の訪日研修旅行に伴うホームステイは、昨年はリセオの諸事情により実施方針が変わって旅行会社に手

配を委託し、体験入学も埼玉県に集中して行う事になった為、ホームステイのプログラムを組み入れる事が
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難しくなったとの連絡を受けて実施出来ませんでした。ホームステイはアミーゴ会に取り重要な活動と位置

付け、長年に亘って多くの会員の方々にご協力頂いて来ましたので誠に残念でしたが、また何れ再開される

事を期待したいと思います。 
アミーゴ会の活動の中でも、最も重点を置いているメキシコの歴史・文化についての講演会は、昨年は「メ

キシコの歴史で活躍した女性たち」と言う共通テーマで 5 人の女性について、各時代の専門家である 5 人の

女性講師をお招きして 4 月から 8 月まで 5 回行いました。何れの講演会も非会員を含めて多くの聴衆が来場

され、大変好評でした。本件に就いては講師の選定等にご尽力頂いた森幹事に感謝致したいと思います。講

演の内容につきましては初めの 4 回分は「アミーゴ会だより」の 7 月号、10 月号に掲載しましたのでお読み

になったと思います。最後の 5 回分は本号に掲載しましたのでお読み下さい。 
昨年 9 月には大阪で第 14 回メキシコ・日本アミーゴ会西日本懇親会が開催され、前年に続き私が代表で

参加してアミーゴ会の現状等について説明して来ました。鹿内さん初め幹部の皆さんのご尽力もあって 20
人を超える会員の方達が集まる中、会員によるギター演奏、歌唱などもあって中々盛会でした。9 月 17～19
日には恒例の Fiesta Mexicana がお台場で開催されましたが、第 17 回目の今年は会員皆様との出会いと交

流の場としてアミーゴ会テントを初めて設営し、初日には開会式に出席されたアルマーダ大使もお出でにな

り会員の皆さんと懇談されました。 
御宿町は 3 年前よりメキシコ全土から公募した学生 10 名を招いて一か月間日本語研修と日本の文化を体

験させ、最後の 10 日間はホームステイによる日本家庭での実生活体験のプログラムを実施していますが、

昨年も 10 名の学生が 7 月 12 日から来日し、8 月 5 日にはメキシコ大使館で全員が一人ずつ立派な日本語で

その成果を発表し、来場者から盛大な感嘆の拍手を受けていました。なお、御宿には今年はメキシコの姉妹

都市 Tecamachalco 市と Acapulco 市から親善使節団が訪れる予定との事です。 
また、9 月 30 日には御宿に黒沼ユリ子さんが「御宿メキシコの家」を開設しその開所式が行われ、石井幹

事に代表で出席して頂きました。詳しくは石井幹事の別掲報告を御覧下さい。 
毎年恒例の親睦ゴルフコンペは昨年 11 月 1 日、参加者 16 人を得て本厚木 CC で行われました。詳しくは

別項の報告の通りです。 
日墨協会 60 周年記念事業について 

処で、「アミーゴ会だより」の昨年 10 月号に日墨協会の和久井伸孝会長が「時代は変わった....日墨協会

60 年の歴史を前へ」と言う題でご寄稿頂きましたので、同協会の諸事業についてお読みになった事と思いま

す。和久井会長は昨年 10 月の海外日系人大会に出席の為来日され、その際協会幹部の方々もご一緒に会談

の機会を得て、ご寄稿内容についてのご説明を頂きました。それに依りますと、日墨協会創立 60 周年を迎

えるに当たり、メキシコ社会に更なる日本文化の啓蒙、メキシコ社会に日本及び日本人に対する理解の輪を

広げる、記念事業の一環として移民資料館の建設、スポーツセンターの建設、を柱とする事業を推進する事

とし、それに必要な資金 4 億円の募金活動を 2016 年 8 月から 2017 年 12 月まで行うとの事です。募金を依

頼する対象としては、2 億円をメキシコ国内で、2 億円を日本国内で募るとされていますが、在メキシコ日

本大使館を初めとして経団連等官民挙げて支援する事になって居り、アミーゴ会に対しても協力方要請を受

けています。日墨協会には会館の利用等でお世話になった会員の方も多いのではと思いますので、どの様な

形でお手伝い出来るか協会の意向を汲み乍ら幹事会で相談したいと思っています。 
最後になりますが、今年が会員の皆様にとって良い年になりますことを改めて祈念して新年のご挨拶とさ

せて頂きます。＜了＞ 
*********************************************************************************************************** 

 

トピックス 
2016～2017 年マクロ経済見通し 

 国立統計地理情報院は 11 月 23 日、2016 年 3Q(7～9 月)の実質 GDP
成長率を前年同期比 2.0％と発表（1Q は 2.3％、2Q は 2.6％）。大蔵公債

省は同日、2016 年通年の GDP 成長率予測を 2.0～2.6％と従来見通しを

維持（15 年実績は 2.6％）。中央銀行は同日、2016 年の GDP 成長率予測

を 1.8～2.3％に下方修正し、2017 年は 1.5～2.5％と 0.5 ㌽下方修正。中

央銀行の国内外 35民間シンクタンクへのアンケート調査(12月 2日公表)
では、2016 年の GDP 成長率見通しは平均 2.08％とほぼ横ばい、2017
年は同 1.72％と 11 月公表値 2.26％を下方修正。 
 インフレ率予測は中銀目標(3％±1％)内に収斂（15 年実績は 2.13％）。 
 

 実質 GDP 成長率予測(％) インフレ率予測(％) 
2016 年 2017 年 2016 年 2017 年 

政府(大蔵省) 2.0～2.6 2.0～3.0 3.00 3.00 
中央銀行 1.8～2.3 1.5～2.5 3.00 3.00 
民間ｼﾝｸﾀﾝｸ 2.08 1.72 3.41 4.01 
 

トピックス 
政策金利を 0.50%引き上げ 

 メキシコ中銀は 2016年 12月 15
日、政策金利を 0.50％引き上げて

5.75％に設定。16 年は 5 回利上げ。

米FRBの前日の0.25％利上げに追

随。米国大統領選後のペソ安・イ

ンフレ圧力への対抗策。メキシコ

経済は現在、ペソの大幅安、長期

金利の大幅上昇、株式市場の大幅

下落というトリプル安に見舞わ

れ、米国トランプ新政権の通商政

策の展開を注視。2017 年には FRB
の追加利上げが数回予想され、中

銀は更なる政策金利の引き上げで

対処する方向。 
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在日メキシコ大使館 

アミーゴ会に贈る 

カルロス・アルマーダ大使 

新年祝賀メッセージ 
 

於 日本国東京都,  2017 年 1 月 
 

旧年から新年への節目に際し、2016 年を通じて

「メキシコ・日本アミーゴ会」よりメキシコ文化に

賜りましたご支援のすべてに対する衷心よりの謝意

を表します。権威ある貴団体の活動が、日本におけ

るメキシコのプレゼンス拡大をもたらしています。 
また、両国国民社会を隔てる距離の短縮に資する新

たな絆も生まれています。 
現在、メキシコと日本の関係は、史上最高とも言

える素晴らしい局面にあります。その活況が、文化

交流拡大や相互理解促進の事業にも反映されていま

す。当大使館にとりましては、文化こそが両国国民

を結ぶ架け橋であり、その演目の各場面で、「アミ 

ーゴ会」にきわめて重

要な役割を演じてい

ただいております。 
私からは、会員各位

を次なる作業へ誘(い
ざな)いたく存じます。

「アミーゴ会」が担う

大切な使命を、新たな

熱意で、続行する作業

へと。文化面でメキシ

コがおこなうオファ

ーは広範な分野を網

羅し、インスピレーシ

ョンに富むものです。メキシコ文化が誇る傑作の

数々を愛してやまない我々にとって、2017 年が成功

に満ちた年となる確信があります。 
皆様に対し、謹んで新年祝賀のご挨拶を申上げます。 
 

大 使  カルロス・アルマーダ 
 

（メキシコ大使館訳） 
************************************************** 

 

予 告 

メキシコ・日本アミーゴ会 

2017 年度総会＆懇親会 
 

2017 年 3 月、メキシコ・日

本アミーゴ会の 2017年度総会

を開催します。続いて懇親会

を行う予定です。詳細は確定

次第、アミーゴ会メルマガ・

郵送にて会員の皆さまにご案

内します。ぜひお誘い合わせ

のうえご出席くださるように

お願いします。 

あとがき：新年おめでとうござい

ます。四季報『アミーゴ会だより』

は通巻第 29 号と創刊 8 年目に入

ります。これからもアミーゴの皆

さまのご協力を得て｢交流誌｣と

して魅力ある誌面づくりに努め

ます。御宿町から日墨学生交流事

業の報告をご寄稿いただきまし

た。近年は地球規模で想定外の出

来事が相次ぎ、所与と信じていた

秩序が揺らいでいます。でも、青

年交流という人材育成事業は未

来永劫の平和への礎づくりです。

若きリーダーたちの活躍を期待

します。トランプショックの反射

効果で 2018 年大統領選に向けて

左派の AMLO 氏の支持率がトッ

プ浮上。要注目。[か 20161223] 
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活動報告 
アミーゴ会西日本の活動報告 

アミーゴ会西日本 代表 鹿内竣一 
2016 年度の西日本地区の活動は以下の通りです。 

１)鴻巣副会長による講演会の開催 
開催日：2016 年 6 月 3 日（金）   
場所：“ワインウエアハウス”(大阪市堂島ほたる町) 
参加者数：26 名 
テーマ「シベリア鉄道でメキシコへ」 
ご講演の内容：鴻巣氏は、1961 年スペイン・マドリ

ッド大学夏期講習奨学生資格習得を機に、戦後初のナ

ホトカ航路・シベリア鉄道で渡欧された方で、外貨の

持ち出し制限のある時代に、ドイツでのアルバイトの

経験談や、欧州ヒッチハイクのご経験を中心に、ユー

モアを交えてお話しされました。 
お話しは大変好評でしたが、今回はタイトルにある

メキシコまでは、時間の制約上、なかなか辿りつけな

かったので、皆さんから是非二回目のお話しとして、

メキシコをお願いしたいとの要望がありました。 
また機会を見て鴻巣氏にお願いしたいと考えており

ます。 
２)アミーゴ会西日本 懇親会の開催 
開催日：2016 年 9 月 10 日（土） 
場所：創作料理｢四季彩｣(北区梅田スカイビル地階) 
参加者数：24 名、 
東京から上原会長がご参加され、エンターテイナー

として、セミプロの中崎氏ご夫妻と行岡京子氏に来て

頂き、各々の方々から米国のフォークソングとラテン

の曲を披露して頂きました。 
懇親会の会場での様子や感想については、西日本幹

事の齋藤 仁氏の寄稿文（別掲）をご参照下さい。 
３)幹事会兼メキシコ料理を食べる会の開催 
開催日：2016 年 10 月 27 日（木） 
場所：メキシコレストラン｢墨国回転鶏料理｣(福島区) 
参加者数：9 名 
今後の行事についての意見の交換と、メキシコ料理

のワカモーレ、タコス、セビッチェなどの料理を皆さ

んで楽しむ事が出来ました。 
以上が西日本地区の今年度実施の事業内容です。         
アミーゴ会西日本懇親会の報告 

西日本 幹事 齋藤 仁 
フィエスタ・メヒカーナ大阪（9 月 9~11 日）に合わ

せ 9 月 10 日（土）、第 14 回アミーゴ会西日本懇親会

を梅田スカイビルにて開催しました。今回も昨年に引

き続き、東京からは上原会長にご来場頂きました。会

の冒頭にご挨拶を頂きましたが、リセオのメキシコ人

生徒たちのホームステイや最近のメキシコとの交流な

どについて興味深い、また、関西地区の私たちにとっ

ては非常に貴重な情報をご説明頂きました。 
例年はエミリオ・モラーレス氏にギターとアルパの

演奏に乗せてメキシコの歌を披露してもらっていまし

たが、既に引退されていることに加えてご高齢もあり、

今年の出演は見送られました。残念ではありますが、

恐らく昨年が最後の出演となるかと思われます。 
今回は参加者総数 23 名と人数的にはやや小振りな

会ではありましたが、エミリオ氏の代わりにセミプロ 

の 3 名の方々にラテンとアメリカのフォークソングを

歌って頂いたほか、上原会長による Cielito Lindo も飛

び出し、場はなかなかの盛り上がりとなり、皆さんに

楽しんで頂けたかと思います。 
関西地区は会員も少なく、運営に色々と困難な面は

ありますが、活動を絶やさぬように知恵を絞って行き

たいと思います。 

写真提供：事務局 伊藤宜則さん 
(注)懇親会の写真集リンク先： 
⇒https://goo.gl/photos/2asuXM7ph9oo6mSB8 
 

************************************************** 
活動報告 

親睦ゴルフ大会の報告 
 

アミーゴ会 監事 南郷茂伸 
 

平成 28 年秋のアミ−ゴ会親睦ゴルフ大会が 11 月 1
日、本厚木カンツリ－クラブで開催されました。午前

中は雨でしたが午後は快晴でした。 
日 時：平成 28 年 11 月 1 日（火曜日） 
参加申込者：16 名 
当日欠席 ： 1 名 
天 候：午前中雨 午後快晴 気温 16 度  
競技方法：新ペリア方式（ダブルパ－まで） 
入賞者は以下の通りです。 
優 勝：南郷茂伸   （上原会長杯） 
準 優：古谷昭夫 
 3 位 ：後藤洋子 
 5 位 ：後藤和夫 
 7 位 ：菅能洸一 
10 位：鴻巣勝明 

写真提供：山形純夫さん 
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私とメキシコ 
「2016 日本メキシコ学生交流プログラム」を終えて 

 

千葉県御宿町産業観光課  
 

 本年で 3 回目となりました「2016 日本メキシコ学生交流プログラム」では平成 28 年 7 月 9 日（土）から 8 月

8 日（月）までの 31 日間、メキシコ全土で募集し最終選考した 10 名（男性 5 名、女性 5 名）が 8 都市から来日

し、日本語研修と日本の伝統・歴史・文化体験・友好交流等を通して日本を学びました。滞在中の宿泊は千葉工

業大学のご協力のもと、同大御宿研修センターで 13 日間、今年新設されました同大新習志野国際寮で 7 日間、

計 20 日間にわたりすばらしい環境の中で日本語の研修を受け、行き届いた食事管理のもと快適な生活をさせて

いただきました。御宿では新規を含む 7 家族がホームステイを 8 日間、今年初めての取り組みとして日墨交流会

10 家族がホームステイを 2 日間受けていただき、日本家庭の実生活体験をしました。 
メキシコ学生歓迎レセプション（御宿町役場） 

在日メキシコ大使館アリアガ公使、森衆議院議員、瀬

戸熊千葉工業大学理事長、黒沼ユリ子先生をお招きして

歓迎レセプションを行いました。はじめは緊張していた

学生たちも軽食をとりながらの懇談と、御宿でのホーム

ステイ先家族との出会いに自然と緊張がほぐれた様子

でした。 

 

日本語クラスの様子 

 日本語を 1 日 4 時間集中して学ぶ 19 日間の日本語ク

ラスを開催。中級学習者向け教科書をベースに、日本語

での生活にすぐ活用できる日本語の授業を行いました。 
 メキシコ学生は、年々日本語力も上がり、日本語を活

用して自分が何をやりたいか、目標・将来像など強い意

識を持っています。 

 
御宿ツアー 

 1609 年のサン・フランシスコ号乗組員の漂着場所で

ある田尻海岸や日西墨交通発祥記念之碑、メキシコ記念

公園、漁船に乗船しての座礁現場を海から見学するな

ど、日本とメキシコの交流発祥の地を巡り、史実を学び

ました。 
 

 

日本文化体験、日本企業の見学 
 本年度はじめてそば打ち、うどん作りの体験を行い、

ゆであがりのそばを、はしを上手に使い堪能しました。

この他座禅、習字、巻きずしなども体験しました。 
 また、本年はじめて海浜幕張にある(株)ウェザーニュ

ース（気象の会社）を見学するなど多くの日本企業も見

学してきました。 
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歴史学習 
 大多喜城を見学し、地元の歴史に触れるとともに甲

冑・和服試着の体験をしました。学生たちは様々な武将

の甲冑の試着に興奮していました。 
 また、本年は館山城を訪れ、里見氏の歴史や里見八犬

伝に触れ、安房地域の歴史を学びました。 

 

御宿ホームステイ家族との記念撮影 

 新しくホームステイをしていただいた家族を含め、各

家族が様々な工夫で学生たちを歓迎しております。学生

たちは非常にフレンドリーに接するため、お別れのとき

には涙、涙のお別れになります。今年も何組かの家族は

成田空港までお見送りをしています。 

 

おんじゅく DE メヒコ参加 

 町営ウォーターパークの「おんじゅく DE メヒコ」（メ

キシコデー）で、来園中の子どもたちとピニャータ割り

を行いました（♪ダレダレダーレ♪）。 
 今年で 3回目となったため地元の子供たちは楽しみに

しています。学生たちと町内学校訪問で仲良くなり、子

供たちも異国の人への関心、興味を深めています。 
 

 

学習成果発表会（在日メキシコ大使館） 

 多くの来賓や関係者を前に 1 カ月の学習の成果を発表

しました。「日墨関係と私のコミュニティの発展」をテ

ーマにそれぞれの観点から報告書を作成し、日本語で発

表しました。発表前の学生たちは緊張で顔がこわばって

いましたが、発表が終わるとホッとした表情になりまし

た。将来日本とメキシコの架け橋となるような立派な発

表でした。 

 
 

御宿町長メッセージ 
御宿町長 石田義廣  

 本年で第３回目の日本メキシコ学生交流プログラムを無事終了することができました。 
 メキシコ全土より応募され、選抜されました 10 名の学生（男性 5 名、女性 5 名）の皆さんは、およそ 1 か月の

行程を御宿町や新習志野にあります千葉工業大学で過ごし、日本語を学び、日本文化に親しみ、観光名所を巡りま

した。御宿の海山の美しい自然の中に研修し英気を養い、より深く“日本”を知ることができました。 
 行程の中で小中学校を訪問しての児童、生徒との交流、ホームステイ先のご家族の皆さんや、千葉工業大学にお

いて世界各国の学生の皆さんと友好交流を図られ、珠玉の時を過ごすことができたと推察します。 
 参加された学生の皆さんには、これから将来にわたり日本とメキシコ、さらには世界の懸け橋となってご活躍さ

れることを期待します。 
 本プログラム事業を遂行するに当たりご支援、ご協力をいただきました皆さま方に心から感謝を申し上げます。 

 

メキシコ・日本アミーゴ会(http.://www.mex-jpn-amigo.org/)                       　アミーゴ会だより2017年1月　　6/9



活動報告 

「日本/メキシコ・友好の家」が御宿にオープン 
～ Casa de la Amistad Japón-México ～ 

 
アミーゴ会幹事 石井 あけみ  

 

御宿で 2016 年９月 30 日、「日本／キシコ・友好の家」（黒沼ユリ子のバイオリンの家）のオープニングイベン

トが和やかに開催され、開館式典に出席する機会を得ました。日本／メキシコ・友好の家は、新聞やテレビで伝

えられているように、アミーゴ会員でもあるヴァイオリニストの黒沼ユリ子さんが最後の道楽（遊び）として立

ち上げられた、メキシコとの交流が出来る場所です。これより少し前、ＮＨＫの“心の時代”という番組で、黒

沼さんとメキシコとのかかわりがスタートしたころのことを知りましたが、御宿の友好の家を拝見して、すでに

メキシコの山奥で生活されたころから黒沼さんが構想されてこられたのだと改めて知ることになります。 
 

御宿のメキシコ 
御宿とアカプルコが姉妹都市になって 38 年になり

ますが、その少し前、メキシコの大統領がやってくる

御宿とはどんなところだろうと、私は夏休みに民宿に

泊まり、おいしい海の幸を堪能して、こんな長閑なと

ころに本当に大統領がやってくるのか不思議に思った

ことでした。そのあと間もなく、お神輿とロペス大統

領のわっしょい、わっしょいの写真を、新聞や TV ニ

ュースで見ることになった次第です。 
それから数年後、勤務先会社（メキシコ観光）の社

員旅行で御宿にあるメキシコの塔や、月の砂漠を訪れ

たりしましたが、今回久しぶりに駅に降りた途端、高

層マンションが目に飛び込み、駅前からまっすぐにロ

ペス大統領道路が開けていて、以前とはかなり違った

光景でした。 
メキシコシティの「フリーダの家」には昨年 5 月に

観光で再度訪れたばかりです。その青いカラーをイメ

ージして友好の家が鮮やかな青壁と赤い窓枠にペイン

トされたのを写真で見て、周囲の光景にそぐわないの

ではと勝手に思っていたの

でしたが、余計な心配！で

した。ロペス通りが、まさ

にロペス通りになったよう

に思われました。都会と違

って、違和感のある看板が

少ないことと、何よりも空

が広いことがあたりのたた

ずまいに馴染んでいます。

願わくは、御宿がこのままの風情を残して未来につな

げてほしい、メキシコの風情をより形にしてほしい。 
活動母体としての「御宿ネットワーク」の立ち上げ

により、デザイナーさんがパンフレットを作ったり、

内装をやってくださったりと連携が深まっています。

これからはメキシコ原産の野菜や花、ダリア、ひまわ

り、トマトやトウガラシなどを栽培したりと夢いっぱ

いですが、400 年来の歴史的な絆が何よりの力となり、

町民がそれなりにかかわって、友好の家での交流が発

展するのだろうと思います。 
友好の家での国際交流として、すでにスペイン語講

座「サンゴの会」もひらかれているし、また、メキシ

コのトラヤカパンにある黒沼ユリ子さんの住まいであ

る、「ヴァイオリンの家」を訪ねる旅の企画も何本か実

現できており、今まで以上にこの地から友好が生まれ

育つだろうと確信します。 

三階コンサートホール発進 
友好の家の一階は、メキシコの民芸品や織物などを

見ながらコーヒーが飲める場所。各観光地のポスター

も貼ってあり、案内用リーフレットも手に入ります。  
二階はワタベ・コレクション（他界されたご主人が

世界中から集めたヴァイオリンを弾く人形達）の展示

場。今回のオープニングではほぼメキシコ全土の民芸

品で飾られていましたが、トラヤカパンにはヨーロッ

パなどで手に入れられたものも多々あったので、これ

から徐々に展示される機会もあるのではと思います。 
それにしてもこんなに沢山の、

ひとつのテーマにこだわったメキ

シコ各地の特徴的な民芸品の数々

はメキシコ好きなら絶対に見る価

値あり！です。 
三階はミニコンサートホールで、

集いのスペース。オープン最初の

演奏会は、メキシコのアカデミアでヴァイオリンの先

生をされた、波多野せいさんとのヴァイオリン二重奏。

メキシコの大作曲家、ポンセの曲と、黒沼さん自身が

三陸大津波のイメージと重なる曲として選んだ、ショ

スタコヴィチの 3 つの二重奏曲から演奏されました。 
奇跡の一本松か

ら作られたヴァイ

オリンの演奏は、

すでにほかのコン

サートホールでも

行われています。

このミニコンサー

トホールの作りは、

木造の船底を思わせる屋根と小さな窓が古い教会の窓

のようで、エキゾチックな雰囲気です。 
空路が結ぶさらなる交流 

2017 年にはＡＮＡ（全日空）が日本とメキシコを毎

日１便飛ぶようになり、またメキシコのＡＭ（アエロ

メキシコ航空）も毎日飛ぶことが確実視されています。

その結果、今まで以上に、メキシコ人が日本にやって

くるようになり、また、日本からもビジネスや観光で

出かける人たちが必然的に増えるようになるでしょう。

双方の友好関係がより深くなることを念願して、ここ、

御宿もより活性化されることを期待します。 
（2016 年 10 月 13 日記） 

【編集部注：写真は筆者撮影。ただしコンサート風景は東京 
新聞千葉版 2016 年 10 月 1 日付け電子版より転載】 
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メキシコ歴史文化講演会 2016：第 5 回講演会｢近現代｣の報告 
 

女性作家 ロサリオ・カステリャノス 
～小説作品にみるメキシコ社会と女性の生き方～ 

 
お茶の水女子大学文教育学部 
アカデミック・アシスタント 

洲崎圭子 
 ロサリオ・カステリャノスは 1925 年、チアパスの大農園の娘として生まれた。国

立メキシコ自治大学で修士課程をおさめたのちに物書きとなり、在イスラエル・メキ

シコ大使として 1974 年、テルアビブで没した。詩人、小説家、戯曲家、エッセイス

ト、大学教員、外交官、妻、母。カステリャノスにはさまざまな顔がある。 
メキシコには三種の女性像があるとカステリャノスは言っている。まず、マリンチ

ェ注１。2 人目としては、グアダルーペの褐色の聖母。植民まもないころの 16 世紀に、

突然現れた救い主であるグアダルーペの聖母は、母性を理想化したもので、マリンチ

ェは祖先を理想化したものであるとする。そして、17 世紀に彗星のように登場した

天才詩人、ソル・フアナ・イネス・デ・ラ・クルス注２（以下、ソル・フアナ）こそが、理知的な使命感に溢

れたメキシコ人女性の真のモデルとすべきものであると説いた。 
 詩や小説のほか、人形劇の台本も執筆したカステリャノスは、定期的に新聞紙上でコラムも担当していた。

カステリャノスは、知識人オピニオン・リーダーの一人として存在していたのである。メキシコでは、カス

テリャノスの作品を読んだことはないが、名前は知っているという人は多い。49 歳という若さで他界して後、

40 年以上が経過したが、まだまだ没年ごと、生誕年ごとに催しが多くあり、関連本も出版され続けている。 
 

大変革の時代を経て 
ロサリオの父セサルは、チアパスで 3,600 ヘクタ

ール超えの大農園を含む 2 カ所の農園を経営してい

た。その農園の後継者として期待された弟は、幼く

して急死する。ラサロ・カルデナス大統領が断行し

た大土地所有制度の本格解体政策の影響もあり、一

家はメキシコシティに移住した。跡取りも農園も無

くなってしまったという衝撃から、両親は立ち直る

ことができなかったとロサリオは言う。大学入学後、

相次いで両親が他界して後、自らの意志で文学を志

す。 
 卒業後はチアパスの先住民

庁などに勤務し、人形劇団を率

いて先住民集落を回り、社会や

政治のしくみ、学校教育の重要

性などを伝達した。33 歳で母校

の哲学教授リカルド・ゲラと結

婚し、待望の息子ガブリエルが

誕生した。 
 カステリャノスは、リカルド

に宛てて手紙を多く書き送った。20 代のころ留学先

から送ったものと、5 歳の息子を託して 1 年間、ア

メリカ合衆国の大学に招聘された 40 代になってか

らのものとに大別される。没後に出版された書簡集

には、リカルドからの返信は収録されていない。留

学先からの報告には、当時パリのメキシコ大使館に

勤務していたオクタビオ・パスに夕食をごちそうに

なったとか、マドリードで吹雪いて驚いたといった

ようなことが書かれ、若者ならではの感性が反映さ

れた内容である。結婚し、子育て中に訪れた米国の

大学からのものには、57 人もの学生の授業を受け持 

ったことをはじめ、ノーマン・メイラーやハーマン・

メルヴィルの作品を読んだ感想などが綴られている。 
 しかしながら、帰国直前、最後にアメリカから送

ったものは、通告文調のそれである。帰国後、1 年

ぶりに再開する共同生活に向け、お互いの収入の分

割方法や、家事分担の内容などについて、箇条書き

で書かれていたのである。リカルドは、クエルナバ

カでも教鞭を取っていたので、子ども（リカルドに

は 2 人の連れ子がいた）の迎えは誰が行くか、二軒

の家の料理や掃除はどうするのか、といったような

ことである。なぜなら、それらの事柄こそ、Mi 
libertad （わたしの自由）を確保するための最重点

事項であったからだ。 
カステリャノスは、ベルリンでの作家会議にメキ

シコ代表として参加するなど、すでに押しも押され

ぬ大作家として活躍していた。最終的には、アメリ

カからメキシコに戻って数年後、離婚という形で二

人の関係は結末を迎えている。 
フェミニズムの動き 

 欧米では 1960 年代以降、第二波フェミニズムと

呼ばれる動きがみられた。その動きをカステリャノ

スは、エッセイ集『ラテン語を知る女』（1973）で

もいち早く取り上げ、スペイン語圏に紹介した。ヴ

ァージニア・ウルフ、シモーヌ・ド・ボーヴォワー

ル、ドレス・レッシングやアガサ・クリスティなど、

欧米のフェミニストたちを写真付きで紹介した功績

は評価されてよい。 
 ＜女＞といっても、良家出身者もいれば、農民、

先住民などさまざまであり、決して一枚岩では語れ

ない。金持ちの女なら、男性の優位にも立つ。その

ようなことがらが問題に付されるようになったのが、 

ロサリオ・カステリャノス 
(1925～1974) 
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第二波フェミニズム以降であった。ところが、何事

も遅れているとされていたメキシコで、女どうしの

間に存在する差異に気付き、小説作品に書き込んだ

のがカステリャノスであった。第二波フェミニズム

の動きが喧伝されるよりも前の 1957 年に、カステ

リャノスの第一小説『バルン・カナン』は出版され

た。 
第一小説を読み解く 

 『バルン・カナン』は、各国語に翻訳がなされ、

今でも広く読み継がれている超ロングセラーである。

チアパスの農園が舞台で、農地改革のあおりを受け

農園を追われる農園主一家の物語である。自伝的と

言われているこの小説の主人公の語り手女児は、作

者同様、両親から顧みられることがなく、先住民の

乳母といつもいっしょにすごす。物語のなかでは、

さまざまな女性たち、＜女女＞格差が描かれている。 
カステリャノスの母が実際そうであ

ったように、農園主に嫁いで跡取りも

産んだ妻は、貧しい家庭の出身である。

当時の社会では、跡取りを産んでこそ

一人前の女として認められた。それに

ひきかえ独身女性は、人間＜未満＞の 
     存在であり、社会のなかで周縁化され、

目立たないように余生を過ごすことが予定されてい

た。跡取りを産んだ妻は、女としては一番上の＜ラ

ンク＞に位置づけられるはずである。ところが、農

園主の妻ソライダは、貧しい出ということから、女

＜未満＞の独身女性である農園主のいとこマチルデ

の下に位置づけられる。同じ女であっても格差があ

る、ということが描かれているのである。 
 分け目は、言語である。使用人の先住民たちには

スペイン語の使用は禁止されていた。しかしながら、

農園主が使用人に命令するときは先住民の言語を使

用するため、農園主一族ならば、先住民の言語を理

解する。正真正銘の一族であるマチルデはツェルタ

ル語を理解するが、貧しい家庭出身の嫁ソライダに

はわからない。ソライダは、マチルデが農園に突然

やってきたときに、「あなたには、私よりここにいる

権利がある」注３と言う。独身女性の立ち位置と、跡

取りを産んだ母の地位が逆転する瞬間である。「売ら

れた鶏」（103）といって、日頃から自身のことを卑

下するソライダであった。 
 その地位にしがみつくあまり、跡取りではない娘

のことなどまったく眼中にない様子は以下のソライ

ダのセリフが象徴している。呪術師たちが、息子の

マリオを食べはじめている、と乳母から告げられた

ことに対し次のように叫ぶ。 
 
もし神様が私の子どもたちを罰するのであれば… 
しかし男の子はだめです！男の子はだめです！ 

（277） 
これは、ロサリオの母アドリアーナが、実際に娘

の目の前で言い放ったセリフであったとは、後年、

カステリャノスはインタビューで語っている。 

 赴任先で事故死したメキシコ大使ロサリオ・カス

テリャノスは、国葬され、現在はチャプルテペック

公園の一角、シケイロスやドローレス・デル・リオ

といった著名人が眠るロトンダ墓地に埋葬された。 
 
 
 
 
 

カステリャノスの初期の小説群は、すべてチアパ

スを舞台にし先住民が登場するため、先住民擁護主

義文学に新風を吹き込んだと評価が高い。しかしな

がら、第一小説『バルン・カナン』を、女どうしの

格差に焦点化して読むと、執筆活動の当初からカス

テリャノスはむしろ、女性の生き方に着目していた

と言えるだろうか。 
現代メキシコで活躍する女性作家 

 Laura Esquivel （1950 生） の『赤い薔薇ソース

の伝説』が出版されたのは 1989 年。3 年後には映画

化もされた。今年になって、新たに出版された続編

の El diario de Tita には、新レシピも掲載されてい

る。 
 小説 Antes で、1989 年のハビエル・ビジャウル

ティア賞を受賞した Carmen Boullosa（1954 生） は、

ニューヨーク大学で教鞭を取っているため、コヨア

カンとマンハッタンを往来している。 
 Valeria Luiselli （1983 生）は、父に連れられ外

国暮らしが長かったが、UNAM を卒業後、現在は

NY 在住である。The New York Times 紙や El Papís
紙等に定期的にコラムを書き、小説もいくつか出版

している。 
 幼 い 息 子 を 抱 え て 奮 闘 中 の Guadalupe 
Nettel （1973 生）は、パリの社会科学高等研究院

でオクタビオ・パスについて博士論文を書き学位取

得した。葛飾北斎の大ファンを自称していることも

あり、短編集 El matrimonio de los peces rojos
（2013）の表紙は北斎画である。 
 小説のほか研究論文も多く発表している

Maritza M. Buendía （1974 生） は、サカテカス大

学 で 文 学 の 教 鞭 を 取 る 。 最 新 作 の Tangos 
para Barbie y Ken（2016）は、雑誌で連載中から

注目を集めていた作品である。 
 以上のように、ソル・フアナ以来、300 年ぶりの

本格女性作家と目されたロサリオ・カステリャノス

以降、途絶えることなく女性作家の流れは続いてい

る。 
 
注 1：この講演会シリーズ第一回（2016 年 4 月 6 日）で伊藤滋

子先生がお話しをされた。 
注 2：同じく第二回（2016 年 5 月 12 日）ご講演時、田村さと

子先生からお話しがあった。 
注 3：ロサリオ・カステリャノス『バルン・カナン― 九人の神々

の住む処』(原著は 1957 年刊) 田中敬一訳、行路社、2002 年、

131 頁。以下、同書からの引用は頁数を本文中のかっこ内に記

す。 
＜了＞ 

 

『バルン・カナン』 
邦訳版 

三文化広場に建つ石碑には、エレ

ナ・ポニアトウスカ著『トラテロル

コの夜』（1971）のために書かれた

カステリャノスの詩が刻まれてい

る。 
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